
資料１

総合科学技術会議が事前評価を実施した国家的に重要な研究開発 

「イネゲノム機能解析研究」（農林水産省）の事後評価について 

 

 

1. 事後評価の実施について 

「総合科学技術会議が実施する国家的に重要な研究開発の評価につい

て（平成 17 年 10 月 18 日 総合科学技術会議決定）」（以下「評価に関す

る本会議決定」という）において、総合科学技術会議が事前評価を実施

した研究開発のうち、研究開発が当該年度の前年度に終了したものにつ

いては、事後評価を行うものとされている。 

今般、２の研究開発が平成 19 年度をもって終了したことから、評価に

関する本会議決定に基づき本年度にその事後評価を実施する。 

 

 

2. 評価対象 

「イネゲノム機能解析研究」 【農林水産省】 

○ 計画時予算総額：  450 億円 （実行額： 142 億円） 

○ 計画時実施期間：  平成 15 年度～平成 19 年度 

＜概要＞ 

本プロジェクトは、イネの新品種開発、小麦等の主要穀物等への

応用、機能性成分を含む新植物創出を目指し、作物ゲノム研究のモ

デル植物であるイネゲノムの全塩基配列を解読し、遺伝子破壊系統

など種々の研究基盤を設備し、イネの重要形質に関わる多数の有用

遺伝子の機能等を解析したものである。 

＜総合科学技術会議における評価の経緯＞ 

○ 事前評価： 平成 14 年 12 月 25 日 （総合科学技術会議

決定) 

○ 事前評価のフォローアップ：  

 平成 16 年 8 月 4 日 （評価専門調査会） 
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3. 事後評価の実施方法 

 

評価は、「総合科学技術会議が事前評価を実施した研究開発に対する事

後評価の調査検討等の進め方について」（平成２１年１月１９日評価専門

調査会）に従って、評価検討会を設置して調査検討等を実施するものと

する。 

 

○評価検討会の設置 

  

【総合科学技術会議議員】 

奥村 直樹 

本庶 佑 

 

【評価専門調査会専門委員】 

 

（座長） 廣橋 説雄  国立がんセンター 総長 

（座長代理） 飯島 貞代  三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 三菱化学フェロー 

 小林 麻理  早稲田大学政治経済学術院 教授 

 

【招聘委員】 

 

大塚 善樹 武蔵工業大学環境情報学部 准教授 

河野 重行 東京大学大学院新領域創成科学研究科 

先端生命科学専攻 教授 

生源寺 眞一 東京大学大学院農学生命科学研究科長・教授 

田中 良和 サントリー㈱ Ｒ＆Ｄ推進部植物科学研究所長 

中村 祐輔 東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長 

ゲノムシークエンス解析分野 教授 

（（兼務）理化学研究所ゲノム医科学研究センター所長） 
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４．実施スケジュール（予定） 

 

平成２１年１月１９日  評価専門調査会 

○農林水産省から研究開発成果の概要等の聴取 

○評価検討会の設置（決定） 

 

 

平成２１年２月１７日 第１回 評価検討会 

○評価検討会における調査検討の進め方 

○農林水産省から研究開発成果の詳細等の聴取及び

それに対する質疑 

 

平成２１年２月２７日 第２回 評価検討会 

○農林水産省から追加質問事項の聴取及びそれに対

する質疑 

○調査検討とりまとめの方向等の検討 

 

平成２１年３月１２日 第３回 評価検討会 

○調査検討とりまとめ案に対する農林水産省の見解

等の聴取及びそれに関する質疑 

○調査検討のとりまとめの検討 

 

平成２１年３月２６日 評価専門調査会 

○評価検討会の調査結果の報告 

○評価結果案のとりまとめ 

 

平成２１年４月～  総合科学技術会議  

○評価結果の審議・決定 

○総合科学技術会議議長から実施府省大臣宛に通

知等 

 


